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プレゼンテーションのノート
Ⅰ. ２０１６年３月期　決算レビューⅡ.当期の業績予想と取組みⅢ. 株主還元の３部構成となっております。
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新設分割及び商号変更 

当社は、2015年8月に会社分割により 
株式会社エフティコミュニケーションズと 
株式会社エフティコミュニケーションズウエストを新設し、 
商号を「株式会社エフティグループ」に変更しました。 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会社分社により組織が活性化し、4期連続増益に大きく貢献 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、決算レビューの前に当期に実施しました組織再編について、あらためてご報告いたします。当社は、会社設立30周年を迎えた2015年８月に法人事業部門を新設分割により「株式会社エフティコミュニケーションズ」と「株式会社エフティコミュニケーションズウエスト」の２社に分社いたしました。各事業会社の意思決定の迅速化や戦略機能の更なる強化を図ることが目的でございます。また、当社は「株式会社エフティグループ」に商号変更を行い、グループ戦略立案や各事業会社の統括管理を行うことといたしました。この様な法人事業部門の東西の分社により、組織が活性化し、4期連続の増益に大きく貢献いたしました。
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Ⅰ. 2016年3月期決算レビュー 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、２０１６年３月期　決算レビュー　を説明させていただきます。
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連結決算概要 

（単位：百万円） 

売上高は、前年同期比６．５％増収の、３７，２１４百万円。 
営業利益は、前年同期比８．６％増益の４，８７３百万円。 
営業利益、経常利益、親会社に帰属する当期純利益はいずれも過去最高益を更新。 

2015年3月期 2016年3月期 増減 増減率

34,942 37,214 2,272 6.5%

4,486 4,873 386 8.6%

12.8% 13.1%

4,538 4,835 297 6.6%

13.0% 13.0%

2,770 2,940 169 6.1%

7.9% 7.9%（当期純利益率）

親会社株主に帰属
する当期純利益

（営業利益率）

経常利益

区分

売上高

営業利益

（経常利益率）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
売上高は、372億1,400万円、前年同期比6.5パーセント増、22億7,200万円のプラスとなりました。各利益におきましては、過去最高益を更新しており、営業利益48億7,300万円、前年同期比8.6パーセント増、3億8,600万円のプラス、経常利益、48億3,500万円、前年同期比6.6パーセント増、2億9,700万円のプラス、親会社株主に帰属する当期純利益、29億4,000万円、前年同期比6.1パーセント増、1億6,900万円のプラスとなりました。
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連結業績推移 

売上 経常利益 
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45,879 

経常利益 
3,285 

売上高 
44,402 

経常利益 
1,394 

経常利益 
505 

売上高 
37,214 

経常利益 
4,835 

2011年3月期 

（単位：百万円） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、過去６期の連結業績推移グラフでございます。2011年3月期の経常利益は5億円でしたが、2016年3月期では経常利益が48億円となっており約10倍に増えております。ビジネスホン等の情報通信機器販売にプラスして、LED照明等の環境関連商品が増えたこと等により増益となっております。
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セグメント別概要 

（単位：百万円） 

法人事業 コンシューマ事業 計 調整額 連結財務諸表
調整額

31,674 5,957 37,632 △ 417 37,214

5,640 △ 351 5,289 △ 415 4,873

区分

売上高

営業利益

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セグメント別の概要についてご報告させていただきます。当社のセグメントは、法人事業とコンシューマ事業の二つのセグメントとなっております。法人事業は、LED照明などの環境関連系商品、ファイルサーバＵＴＭ、ビジネスホン等の情報通信機器、ＯＡ機器などを中小企業・個人事業主向けにリース会社、クレジット会社を通じて販売しています。販売と共に、施工工事、設置後の保守もトータルで行っています。コンシューマ事業は、インターネット回線、プロバイダなどのインターネットサービスやドコモショップの運営を行っています。
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セグメント別概要（法人事業） 

法人事業は増収増益。 
ＬＥＤ照明やファイルサーバー・ＵＴＭ（Unified Threat Management 総合脅威管理システム）、監視カメ
ラ等の販売は堅調に推移。 
LED照明のラインアップ追加やマイナンバー制度関連のセキュリティ強化ニーズが追い風となる。 
タイ王国のＬＥＤ照明等の環境系商品の販売も好調。 

29,588  
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売上高 営業利益 （百万円） 

法人事業の 
営業利益 

前年同期比 
21.7％増 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
法人事業の2016年3月期の売上高は、316億7,400万円、前年同期比では7.1パーセント増となり、営業利益は、56億4,000万円、前年同期比21.7パーセント増となりました。増収増益の要因は、マイナンバー制度関連によるセキュリティ強化ニーズの高まりによりファイルサーバー・ＵＴＭ、セキュリティソフトの販売が増加したこと、また、LED照明のラインアップ追加や海外事業において当期より連結入りとなったタイ王国法人のＬＥＤ照明の販売が大きく増加したことであります。
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商品別売上高（法人事業） 

 
 2015年3月期 2016年3月期 前年同期比 

  コピー機 4,462 4,530 101.5％ 

  LED照明 6,305 8,248 130.8％ 

  冷媒ガス等環境関連商品 1,048 1,247 119.0％ 

  ビジネスホン 4,726 4,955 104.8％ 

  サーバー・セキュリティ ＵＴＭ 3,239 4,847 149.6％ 

  光コラボ（Bフレ） ISP 2,422 2,310 95.4％ 

  WEBサイト制作 1,433 1,463 102.1％ 

  法人携帯 1,966 1,238 63.0％ 

  その他 3,970 2,419 60.9％ 

法人事業合計 29,571 31,257 105.7％ 

（単位：百万円） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、主な商品別の売上高についてご報告させていただきます。環境系で伸びておりますLED照明の売上高は、82億4,800万円、前年同期比30.8パーセント増となりました。情報通信機器系では、サーバー・UTMの売上高が、48億4,700万円、前年同期比49.6パーセント増となりました。法人に対するインターネットサービスの売上高は、23億1,000万円、前年同期比4.6パーセントの減少となりました。
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売上が伸びている商品 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、当社の過去最高益更新に大きく貢献しております売上が伸びている商品でございます。まず環境系ですが、国内のＬＥＤ照明販売はLED照明のラインアップ追加等により堅調に推移しております。海外におけるLED照明の販売は、当期より連結入りとなりましたタイ法人が好調に推移いたしました。これらの取り組みにより、環境系の売上高は、94億9,500万円、前年同期比29.1パーセント増となりました。セキュリティ系では、マイナンバー制度への対応等、セキュリティ需要の高まりに伴い、サーバー・ＵＴＭの拡販に注力した結果、売上高は、48億4,700万円、前年同期比49.6パーセント増と大きく伸びております。
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セグメント別概要（コンシューマ事業） 

2015年3月期までの光回線の取次販売（一括手数料入金モデル）から、2016年３月期は光コラボレーション
「ひかり速トク」（毎月のお客様課金収益モデル）に切り替えた為、一時的に減収減益となる。 
中長期的には安定した大きな収益が得られる見込み。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、コンシューマ事業です。コンシューマ事業は、インターネット回線、プロバイダなどのインターネットサービスやドコモショップの運営を行っています。コンシューマ事業の2016年3月期の売上高は、59億5,700万円、前年同期比　0.1パーセント減となりました。営業利益は、マイナス3億5,100万円となり、前年同期比7億300万円の減少となりました。インターネットサービスにおきましては、前期まで光ファイバー回線をＮＴＴ社の取次にて販売し、販売時にコミッションを受け取っていましたが、当期は、光コラボ開始に伴い、当社グループのサービス「ひかり速トク」として「アイエフネットインターネットサービス」とのセットプランを提供しています。お客様の利用に応じて毎月継続的に収益が得られるストック型サービスとなっておりますので一時的に売上や利益は減少しておりますが、中長期的には大きな収益貢献が期待できるものと考えております。
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商品別売上高（コンシューマ事業） 

 
 2015年3月期 2016年3月期 前年同期比 

光コラボ（Bフレ）/ISP/LTE 3,870 3,888 100.5％ 

ドコモショップ 2,058 2,069 100.5％ 

コンシューマ事業合計 5,928 5,957 100.5％ 

（単位：百万円） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンシューマ事業における商材別の売上高につきましてはこちらの表のとおりでございます。次ページで光コラボレーション（ひかり速トク、FT光）についてご説明いたします。
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光コラボ獲得数（2016年3月期） 

光コラボが全体のストック収益増加につながる 

 ひかり速トク（コンシューマ向） 

 ＦＴ光（法人向） 

合計 

47,400回線  

4,300回線  

51,700回線  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
NTT光回線サービスの卸モデルの光コラボレーション獲得数でございます。コンシューマ向けの「ひかり速トク」の獲得数は、47,400回線となりました。法人向けの「FT光」の獲得数は、4,300回線となりました。合計で51,700回線の獲得ができており、着実にストック収益が積み上がっております。
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2016年3月期ストック収益の推移 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2016年3月期は、光コラボレーション効果により、ストック収益（粗利益）が１年で34％増となっており、着実にストック収益が積み上がっております。2016年3月期の損益の報告は以上でございます。
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連結貸借対照表 

（単位：百万円）

2015年3月期 2016年3月期 増減

19,554 21,241 1,687

8,682 8,852 169

10,871 12,389 1,517

区分

総資産

負債

純資産

Point 

             【2015年3月期】     【2016年3月期】 
        
◆利益剰余金     81億69百万円   ⇒  102億86百万円 
 
◆自己資本比率      53.5％     ⇒    56.6％ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連結貸借対照表についてご報告させていただきます。2016年3月期の総資産は、212億4,100万円、前期と比較すると16億8,700万円のプラスとなり、負債は、88億5,200万円、前期比1億6,900万円のプラスとなりました。純資産は、123億8,900万円、前期比15億1,700万円のプラスとなりました。利益剰余金が、前年の81億6,900万円から、102億8,600万円となっております。自己資本比率は、56.6パーセント、前期比3.1パーセントのプラスとなりました。自己資本比率等の推移については次ページとなります。
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有利子負債と自己資本比率の推移 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
有利子負債は、2014年3月期より大きく減少しており、自己資本比率は50パーセント以上で推移しております。【参考】2013年7月、マーキングサプライ事業（ハイブリッド・サービス株式会社　※ピクセルカンパニーズ株式会社）を売却
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Ⅰ. 2016年3月期決算レビュー 
 

トピックス 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは続きましてトピックスについてご説明させていただきます。
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①自己株式の取得 
 

2015年8月26日付の取締役会決議 
・取得株式数   600,000株 
 ※2015年9月30日を基準日とし当社株式１株を3株に分割しているため分割後の株式数で記載しております。 

・取得総額     433,278,700円 
・取得期間        2015年8月27日～2015年９月16日 
 
2016年2月10日付の取締役会決議 
・取得株式数   400,000株 
・取得総額     262,349,800円 
・取得期間        2016年2月12日～2016年3月8日 
 

 

2016年3月31日現在の自己株式数は1,584,264株、 
発行済株式総数に対する割合は、4.4％ 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2016年3月期の主なトピックス、自己株式の取得でございます。2015年8月26日付の取締役会決議による自己株式取得は、2015年8月27日から9月16日に実施いたしました。取得株式数60万株、取得総額は、4億3,300円となりました。2016年2月10日付の取締役会決議による自己株式取得は、2016年2月12日から2016年3月8日に実施いたしました。取得株式数40万株、取得総額は、2億6,200円となりました。2016年3月31日現在の自己株式数は1,584,264株、発行済株式総数に対する割合は、4.4パーセントとなっております。
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②株式分割及び配当予想の修正 
 

【株式分割】 
 投資単位当たりの金額を引き下げることにより、投資家の皆様がよ
り投資しやすい環境を整え、投資家層の拡大と当社株式の流動性
の向上を図ることを目的として、普通株式を1株につき3株の割合を
もって分割しました。 
 分割基準日：2015年9月30日 
 
【配当予想の修正】 
 株式分割後の2016年3月期の期末配当予想を1株当たり40円
から14円に修正。 株式分割前1株当たり期末配当金換算では
42円、実質2円の増配となりました。 

 

利益還元は経営の最重要課題のひとつ「安定配当を継続」 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、株式分割及び配当予想の修正でございます。2015年9月30日を分割基準日とし、普通株式を1株につき3株の割合をもって分割しております。株式分割に伴い、2016年3月期の期末配当予想も修正しており、実質2円の増配となっております。今後も安定配当を継続してまいります。2016年3月期の決算レビューは以上でございます。
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③フィリピン現地法人設立 
 

フィリピン共和国に『FTGroup (Philippines), Inc.』を設立 
 
 
 出資比率：株式会社エフティグループ 100％ 
 
 事業内容：環境関連商品の販売（LED照明、エアコン等） 

 

       日本及びタイで培ってきた環境関連商品の 
       販売ノウハウを最大限活用 
 

       ASEAN各国への展開を加速！ 
 

日系企業数 
タイ：4,567社 

フィリピン：1,521社 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フィリピン共和国にLED照明やエアコン等の環境関連商品を販売する法人を設立いたしました。当期より連結入りとなります。フィリピン共和国は、日系企業の進出が多い国です。当社もタイ王国でのLED照明の成功事例をもとにフィリピン共和国に現地法人を設立しいたしました。フィリピン共和国においても、当社が日本及びタイで培ってきた販売ノウハウを最大限活用し、早期に事業拡大を図るとともにASEAN各国への展開を加速させてまいります。
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Ⅱ. 当期の業績予想と中長期の取組み 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、当期の業績予想と取組みについてご報告させていただきます。
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2017年3月期の業績予想 

（単位：百万円）

2015年
３月期
【実績】

2016年
３月期
【実績】

2017年
３月期
【予想】

対前期増減 対前期
増減率

売　上　高 34,942 37,214 40,000 2,786 7.5%増

営業利益 4,486 4,873 5,200 327 6.7％増

（営業利益率） 12.8% 13.1% 13.0% － －

経常利益 4,538 4,835 5,200 365 7.5％増

（経常利益率） 13.0% 13.0% 13.0% － －
親会社株主に帰属する

当期純利益 2,770 2,940 3,100 160 5.4％増

（当期純利益率） 7.9% 7.9% 7.8% － －
※2016年3月期より「受取ロイヤリティー」の表示方法を変更、主要な経営指標は組替え後の数値を記載 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2017年3月期の通期業績予想は、売上高400億円、営業利益52億円、経常利益52億円、当期純利益31億円となります。対前期増減率では、売上高は7.5パーセント増、営業利益は6.7パーセント増でございます。
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2017年3月期 組織概要 

（法人事業）    環境事業、情報通信事業、インターネット事業の直販部門を法人事業本部として集約 
             代理店拡大はパートナー事業本部、海外展開は海外事業本部、施工保守は技術サポート事業本部 
 
（コンシューマ事業）光コラボレーション、インターネットサービスプロバイダサービス等の回線通信事業をメイン 
 
（本社）       監査部、コーポレート統括本部に集約、のコーポレートガバナンス強化、コンプライアンス強化を推進 
             ストック推進室を設置し、法人・コンシューマを問わずグループ全体のストック収益増を図る 

監査部 

コーポレート統括本部 

ストック推進室 

代表取締役 

法 

人 

事 

業 

コ  

ン 

シ 

ュ 

ー 

マ 

事 

業 

法人事業本部 

パートナー事業本部 

海外事業本部 

情報通信事業 

ドコモショップ事業 

インターネット事業 
（光コラボ・プロバイダ） 

ネットワーク事業本部 

技術サポート事業本部 

環境事業 

インターネット事業 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
売上高は、372億1,400万円、前年同期比6.5パーセント増、22億7,200万円のプラスとなりました。各利益におきましては、過去最高益を更新しており、営業利益48億7,300万円、前年同期比8.6パーセント増、3億8,600万円のプラス、経常利益、48億3,500万円、前年同期比6.6パーセント増、2億9,700万円のプラス、親会社株主に帰属する当期純利益、29億4,000万円、前年同期比6.1パーセント増、1億6,900万円のプラスとなりました。
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Ⅱ. 当期の業績予想と取組み 
 

①ストック収益 
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ストック収益の積み上げ 

２０１６年度は更なるストック収益の積み上げに注力 
 
コンシューマ事業だけでなく法人事業でもストック収益に注力 
 
【ストック収益の積み上げ重点施策】 
 
 ① ストック専売部門の設置 
 
 ② パートナー販路でのストック商材の拡販 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、当社グループのストック収益の積み上げでございます。安定した収益の確保並びに強固な財務基盤形成においては、フロー型の収益だけではなく、毎月、着実に収益が見込めるストック型の収益を土台として積み上げる必要があります。当期の取組は、直販部門の強化としてストック専売部門を設置いたします。グループ全体のストックの企画・開発・管理を行い将来収益の拡大を図ってまいります。また、パートナー販路の拡大を目的に新たな有力代理店の開拓等、回線事業やWEB事業でパートナー展開を加速させてまいります。2017年3月期は、コンシューマ事業のみではなく、法人事業も含めたグループ全体で、ストック収益の積み上げに注力してまいります。
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期末単月ストック収益(粗利)計画 

10億円      

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 

3年後の2019年3月単月 

5億円 

2019年3月期 

10億円 

収益（粗利） 

グループ全体 
3億2,900万 

グループ全体 
2億6,800万 

グループ全体 
5億2,900万 

グループ全体 
2億2,900万 

3年後の2019年3月単月 

既存の 
ストック 

新たな 
ストック 

新たな電力事業等の 
ストック収益の積み上げ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ストック収益(粗利)計画でございます。2016年3月期におけるグループ全体の単月ストック収益は2億2,900万円となっております。2019年3月期には、光コラボ等の既存ストックのみで単月で5億2,900万円のストック収益を見込んでおりますが、新たな取り組みであります電力事業等を加味した場合、単月で10億円のストック収益を見込んでおります。
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Ⅱ. 当期の業績予想と取組み 
 

②法人事業 
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情報通信事業の取組み 

9,500  
10,500  

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

2016年3月期 2017年3月期計画 

ビジネスホン、サーバー、UTMの売上高 
（百万円） 

ビジネスホン新機種 
セキュリティ商材効果 

◆ビジネスホンの買い替え需要の取り込み（新機種 「αA1」） 
◆セキュリティ商材等（ファイルサーバー・ＵＴＭ・監視カメラ等）の拡販 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
情報通信機器系の取り組みでございます。当社グループは、NTT情報機器特約店としてビジネスホン等の販売を行っており、NTT情報機器特約店において仕入高が全国トップの実績となっております。前期より情報通信機器は、様々なクラウドサービスと連携した新商品がラインアップに追加され、ビジネスホンの新たな需要が生まれております。今後も買い替え需要を取り込みながら好調なファイルサーバー・ＵＴＭ等の提案営業とあわせて引き続き拡販に努めてまいります。ファイルサーバー・ＵＴＭと共にビジネスホンの強化も行い、情報通信機器系の売上高は前期比7.1パーセント増の105億円を計画しております。
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環境事業の取組み 

◆2013年LED照明普及率23％、2020年100％目標（内閣府の報告書） 
◆2020年蛍光灯・白熱電球の製造停止方針との報道 
◆2016年度の市場予測5,500億円 2020年でも4,700億円の市場（推定）  
2016年度の環境事業は、販売商品の選択と集中を進めＬＥＤ照明の拡販に注力 
さらなるCO₂削減により社会貢献 

9,500  11,000  

5,000

7,000

9,000

11,000

2016年3月期 2017年3月期計画 

LED照明等の環境関連商品の売上高 （百万円） 

（内訳） 
国内 8,500 
海外 2,500 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境関連の取り組みでございます。国内のLED市場につきましては、直管型のLED照明の出荷数量が、2020年は年間2,000万本の予測となっております。年間の平均成長率は5.0％となっており、当社グループが属する国内の直管型LED照明の市場は十分確保できるものと考えております。この様な市場環境となっておりますので、当社グループの環境関連の取り組みにつきましては、選択と集中によりLED照明を中心として拡販に注力してまいります。売上高で前期比10.5パーセント増の105億円を計画しております。
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環境事業の取組み（海外の展開） 

■タイ（2014年度設立）※2015年度より連結 

■フィリピン(2015年度設立)※2016年度より連結 

■2016年度 新たな国への展開を検討 

2014年度 2015年度 2016年度 
前期比 

実績 実績 予想 

売 上 高(百万円) 326 1,371 1,800 131％ 

▶ 2016年より、本格的な営業活動を開始 

▶ タイ・フィリピン以外のＡＳＥＡＮ諸国に対し、調査を開始 

▶ 事業開始後、1年9ヵ月間で400社の日系大手製造事業社様に導入 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海外の展開でございます。タイでは、事業開始後、1年9ヵ月間で400社の日系大手製造事業社様にLED照明を導入しております。フィリピンでは、2016年より、本格的な営業活動を開始しております。今後の展開については、タイ王国・フィリピン共和国に続き、インドネシア等の調査に着手しており、ASEAN各国への展開を加速させております。
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環境事業の取組み（海外の展開） 

2016年3月期はFTGroup(Thailand)が連結に入り 
2017年3月期はFTGroup(Philippines)が連結に入ります。 

1,371  

2,500  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2016年3月期 2017年3月期計画 

海外の売上高 （百万円） 

FTGroup(Thailand)  

FTGroup(Thailand) 
＋ 

FTGroup(Philippines)  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、海外事業でございます。2016年3月期より連結の範囲に含めておりますタイ王国の法人「エフティグループタイランド」の状況につきましては、2016年3月期の当初計画では、LED照明の売上高は、10億円を計画しておりましたが、日系の大規模工場等を中心としたLED照明の販売が好調に推移し、当初計画10億円を大きく上回る13億円の売上、30パーセント増となりました。海外事業における2017年3月期の計画は、売上高25億円、前期　92.3パーセント増となっております。【参考データ】①LED照明の売上高　　　　　　　　　2015年3月期　　　2016年3月期直管タイプ　　　1,373百万円　　　　1,800百万円水銀灯タイプ 　　312百万円　　　　　401百万円②LED照明の受注本数　　　　　　　　2015年3月期　　　2016年3月期直管タイプ　　　　36,000本　　　　194,497本※水銀灯タイプ　　　4,000個　　　　　16,139個※※2016.4.1グループ経営会議の海外事業戦略本部資料にて確認
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専門知識がなくても、テキストや写真を入れ替えるだけで、思い通りの 
WEBサイトが作成可能なクラウド型CMSｻｰﾋﾞｽ「cubos」の販売を開始 
 
 
 
【主な特徴】 
・豊富なテンプレートからWEBサイトを作成するため、簡単にイメージ通り のWEBサイトの作成
が可能 
・外部の画像編集ソフトでしか作成できなかったロゴやタイトル、バナー、ボタンなどの画像素材を
簡単に制作 
・約100万点の豊富な画像素材 

ホームページ作成サービスに新たに新商材を投入 
～クラウド型ＣＭＳサービス「cubos（キューボス）」～ 

インターネット事業の取組み（ＷＥＢ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
インターネット系（WEB）の取組みでございます。2016年3月にCMSクラウド型「cubos（キューボス）」の販売を開始しております。キューボスは、HTMLなどの専門知識がなくても、テキストや写真を入れ替えるだけで、思い通りのWEBサイトが作成できます。また、テンプレートによるWEBサイト作成のため、当社グループ子会社が販売しています既存のWEBサイト制作「BizloopWeb」と比較するとHTML作成の工程が無く大幅に制作工程が短縮でき、お客様への納品設定などフレキシブルな対応が可能となります。さらに営業効率もアップすることにより、より多くのお客様対応が可能となるサービスとなっておりますので、拡販に努めてまいります。
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インターネット事業の取組み（WEB） 

1,463  1,700  

0

500

1,000

1,500

2,000

2016年3月期 2017年3月期計画 

インターネット系（WEB）の売上高 
（百万円） 

中小企業や店舗向けのWEB制作・運用・集客までをワンストップで
提供するサービス「アドマッチョ」やWEB制作・運用・集客までをワンス
トップで提供するランディングページ制作パッケージやCMSクラウド型
「cubos（キューボス）」の拡販に注力 
 
 

  

新たな需要 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、インターネット系（WEB）の取組みでございます。中小企業や店舗向けのWEB制作・運用・集客までをワンストップで提供するサービス「アドマッチョ」やWEB制作・運用・集客までをワンストップで提供するランディングページ制作パッケージやクラウド型CMSサービス「cubos（キューボス）」による2020年の東京オリンピックに関連した海外旅行者向けのWEBサイトの作成支援等、地方公共団体等との連携により、新たな需要を取り込んでまいります。
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インターネット事業の取組み（ギフト） 

法人の 
お客様 

キャッシュバックの 
代わりとして 顧客へのサービス 

値引きの代わりの 
サービス 

キャンペーン 
特典として 

①法人のお客様が手軽にAmazonギフト券を自社の顧客に 
  送付できるサービスです。 

②SMS(ショートメッセージサービス)で受け取るので、 
 スマホから手軽にAmazonギフト券を利用することができます。 

ギフト券 

現金を取り扱わず 
振込手数料がゼロになる 

ＳMＳでやり取り 
郵送料がゼロになる 

ＳMＳのインフラで 
効果的なリスト作り 

ＳＭＳを利用したAmazonギフト券発行システムを法人向けに販売 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Amazon ギフト券発行サービス「gisms（ギズム）」でございます。「gisms（ギズム）」は、Amazonギフト券をSMS(ショートメッセージサービス)で贈るサービスです。当社は、Amazon社からの直接紹介もあり、売上とストックが積み上がり、代理店様にもさまざまなメリットがあり当社グループの代理店展開にも寄与いたします。
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Ⅱ. 当期の業績予想と取組み 
 

③コンシューマ事業 
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2016年3月期 2017年3月期計画 2018年3月期計画 

光コラボレーションの顧客数 

コンシューマ向けの光コラボレーション「ひかり速トク」をさらに拡販いたします。 
毎月約５千件以上のペースでお客様が増えております。 
コンシューマ事業は「ストック収益」の積み上げに注力いたします。 

インターネット事業（光コラボ） 

（顧客数） 

中長期的に 
大きな収益貢献 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中長期的に収益貢献が見込める光コラボレーション（ひかり速トク、FT光）の取り組み状況でございます。当社グループでは、自社ブランドでコンシューマ向けに「ひかり速トク」、法人向けに「FT光」を提供しております。光回線をお客様と当社が直接契約し、当社グループのインターネットサービスプロバイダーやセキュリティソフト等の他商品と組み合わせて、独自サービスを提供するストック収益モデルとなっております。毎月約5,000件のペースでお客様が増えており、2016年3月期では、約51,000顧客となりました。2017年3月期は110,000顧客、2018年3月期で170,000顧客まで積みあげ安定したストック収益の確保に努め、グループ全体でストックの積み上げに注力してまいります。※2016年3月期　光コラボ獲得回線数　51,700回線　ひかり速トク－－－47,400回線　ＦＴ光－－－4,300回線
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Ⅱ. 当期の業績予想と取組み 
 

④新たな事業と資本業務提携 
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新たな事業（電力事業） 

平成28年４月 電力の小売全面自由化 

電力事業取次販売から開始 

低圧市場は7.5兆円の日本最大のメガマーケット 

発電（発電事業者） 送電（送配電事業者） 販売（小売事業者、取次店） 

2016年 
3月まで 

一般電気事業者（既存の10電力会社） 

北海道電力、東北電力、東京電力、中部電力、北陸電力、関西電力、中国電力、四国電力、九州電力、沖縄電力 

2016年 
4月以降 自由化 送配電事業者 自由化 

一般家庭や小規模オフィス、商店などで利用されている低圧市場が開放されます 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、電力事業でございます。更なるストック収益の積み上げを行うため、既存の様々なストック型サービスに加え、電力の小売全面自由化に伴う新たなストックサービスも視野に入れた取り組みを行ってまいります。特に、契約電力が50KW未満の一般住宅・商店などの低圧市場は7.5兆円の日本最大のメガマーケットとなっており、魅力的な市場となっております。
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資本業務提携（太陽光システムの販売会社） 

西日本販売 
 ㈱ｱﾛｰｽﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

東日本及び西日本地区の個人向け太陽光発電設備
販売における最大手企業との資本業務提携が実現 

東日本販売 
 ㈱ｴｰｼﾞｰ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 

出資比率：株式会社エフティグループ 14.8％ 出資比率：株式会社エフティグループ 16.6％ 

太陽光発電設備・蓄電池等の新たな商材を 追加することにより当社グルー
プの環境系ラインアップが揃い、環境関連事業の更なる拡大を図ります 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
太陽光システムの主力会社と協業でございます。当社グループの環境関連事業の強化を目的として、株式会社アローズコーポレーション及び株式会社エージー・ジャパンとの資本業務提携を行っております。アローズコーポレーションは、太陽光発電設備・蓄電池・オール電化・リフォーム等の販売・施工・保守を主な事業として年間売上高50億円を超える西日本地区の個人向け太陽光発電設備販売における最大手企業となります。また、エージー・ジャパンは、従業員約200名を超え、年間売上高は50億円を超える東日本地区の個人向け太陽光発電設備販売における最大手企業となります。当社は、東日本及び西日本地区の個人向け太陽光発電設備販売における最大手企業との提携が実現いたしました。今後、当社グループの環境関連事業が大きく成長していくものと考えております。
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資本業務提携（M＆A） 

明確なターゲット戦略による積極的なＭ＆Ａに取り組みます。 
 
対象企業は、既存事業とのシナジーが図れる国内及び海外の同業
他社や当社顧客にとって魅力ある商品・サービスを有する企業等とな
ります。 
 
 

海外の販売会社 
 

・当社の海外展開を一気に 
加速させる 

 

環境関連事業者 
およびストックビジネス 
・当社の新たな柱となるべき 
事業の発掘、ストックの充実 

国内の同業社 
 

・法人顧客ならびに販路を持つ 
・出資を含めた業務提携による 

販路拡大 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、M＆A・事業提携でございます。環境系、情報通信系、光コラボをはじめとするインターネット系、それぞれを拡大するために、Ｍ＆Ａと事業提携を積極的に行っていきます。対象企業は、既存事業とのシナジーが図れる国内及び海外の同業他社や当社顧客にとって魅力ある商品・サービスを有する企業など、その業界において優位性をもったメガクラスの提携を行ってまいります。また、電力の全面自由化に伴う、電力系事業への参入など、スピードを上げて取り組んでまいります。【実績】2013年11月　（株）アレクソン　当社の孫会社化2013年11月　（株）グロースブレイブジャパン　連結子会社化2013年12月　（株）ニューテック　連結子会社化2014年9月　（株）アドマウント　当社の孫会社化2015年9月　レカム（株）の一部事業を譲り受け2015年12月　㈱アローズコーポレーションとの資本業務提携2016年4月　㈱エージー・ジャパンとの資本業務提携
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中期の経常利益イメージ 

2019年3月期 2017年3月期 
（予想） 

2015年3月期 
（実績） 

45億円                              

52億円 
  

新たな電力事業等の 
ストック収益の積み上げ 

100億円 

経常利益イメージ 

2016年3月期 
（実績） 

48億円 

新たな 
ストック効果 

100億円 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中期の経常利益イメージでございます。ＬＥＤ照明をはじめとする環境関連商材の取り組み電力事業やインターネットＷＥＢ系の取り組みビジネスホン、ＵＴＭ等の情報通信関連の取り組みASEAN地域をメインとした海外展開等により、経常利益52億円を業績予想として公表しております。2017年度以降は、光コラボをはじめとする様々なストック収益が積みあがってまいりますので、さらなる収益増加が見込めます。これらの取り組みにより、2018年度（2019年3月期）に経常利益100億円を実現させたいと考えております。
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Ⅲ. 株主還元 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、株主還元策でございます。
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株主様への利益還元について 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題のひと
つとして位置付けております。 
 
企業価値の最大化を図り、当社の健全な財務基盤確立に必要な
内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続的に実施することを基
本方針としております。 
 
自己株式の取得につきましては、株主の皆様に対しての利益還元
施策のひとつと考えており、配当による利益還元とあわせ対応を検討
してまいります。  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつとして位置付けております。企業価値の最大化を図り、当社の健全な財務基盤確立に必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続的に実施することを基本方針としております。また、自己株式の取得につきましては、株主の皆様に対しての利益還元施策のひとつと考えており、配当による利益還元とあわせ対応を検討してまいります。 
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自己株式取得の決定（2016年5月12日付の取締役会決議） 

 

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の実施及び株主への
利益還元を目的として2016年5月12日の取締役会において自己株
式取得を決議。 
 
 ・取得株式数   800,000株（上限） 
 
 ・取得総額    600,000,000円（上限） 
 
 ・取得期間    2016年5月13日から2016年9月30日 
 
（ご参考）平成28 年3月31日時点の自己株式の保有状況 
        発行済株式総数（自己株式を除く） 34,375,236株 
        自己株式数                  1,584,264株 
   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2016年5月12日の取締役会において自己株式取得を決議いたしました。取得株式数は、 80万株を上限としております。取得総額は、6億円を上限とし、2016年5月13日から2016年9月30日の期間で自己株式の取得を行ってまいります。
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配当の状況 

（注）2015年10月1日を効力発生日として普通株式１株につき3株の割合で株式分割を行っております。 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

2015年3月期 30円00銭 40円00銭 70円00銭 

2016年3月期 
（株式分割前換算） 

30円00銭 
 

14円00銭 
（42円00銭） 

－ 
（72円00銭） 

2017年3月期（予想） 
（株式分割前換算） 

14円00銭 
（42円00銭） 

14円00銭 
（42円00銭） 

28円00銭 
（84円00銭） 

１株当たり配当金 

5 5 10 
20 

30 30 
10 10 

20 

30 

40 42 

0
10
20
30
40
50
60
70

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 

第2四半期末配当 期末配当 

（円） 

配当性向 
30％以上 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、配当の状況でございます。２０１５年９月３０日を基準日とした当社株式１株を３株に分割することに伴い、株式の分割後となる２０１６年３月期の期末配当予想につきましては、２０１５年５月１４日に公表しました｢平成２７年３月期決算短信｣記載の予想金額を１株当たり４０円から１４円にしております。これは、株式分割前１株当たり期末配当金に換算しますと、４２円になり、前回発表予想の４０円より実質２円の増配となっております。２０１7年３月期の年間配当予想につきましては、１株当たり２８円となり、株式分割前１株当たり配当金に換算しますと、８４円になり、２０１６年３月期より１２円の増配となっております。下のグラフは、これまでに実施しました1株当たりの配当金実績の推移でございます。ご覧のとおり、積極的な株主還元を実施しております。今後も事業展開と経営基盤強化のために必要な内部留保を確保しつつ、各事業年度の経営成績を勘案し、配当を行ってまいります。
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＜本資料の取り扱いについて＞ 
 

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、発表時点における情報に基づく当社の
予想を含み、さらに潜在的なリスクや不確実性を内包するものであり、将来の業績を保証するものではありません。
また、本資料で提供している情報に関しては、その情報の正確性及び安全性を保証するものではなく、予告なしに変
更されることがあります。 
なお、本資料は情報提供を目的としており、投資勧誘を目的としたものではありません。 

ＩＲに関するお問合せ https://www.ftgroup.co.jp/contact/ir.html  
 

株式会社エフティグループ ＩＲ担当 
Tel   03‐5847‐2777 

URL http://www.ftgroup.co.jp/ 

45 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上をもちまして、２０１６年３月期の決算説明を終わらさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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